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は
じ
め
に

　

武
田
祐
吉
は
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
國
學
院
大
學
出
身
の
国
文
学
者
で
あ
り
、
同
じ
く
國
學
院
大
學
出
身
の
折
口
信
夫
と

並
び
称
さ
れ
、
一
時
代
を
担
っ
た
研
究
者
で
あ
る
。
武
田
の
研
究
対
象
は
上
代
文
献
を
中
心
と
し
て
、
と
り
わ
け
『
万
葉
集
』
研
究
に
お

い
て
著
名
で
あ
り
、『
万
葉
集
』
全
巻
に
わ
た
っ
て
の
注
釈
書
『
万
葉
集
全
註
釈
』
を
著
す
ほ
か
に
も
論
考
が
多
い
。
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
に
は
、
そ
の
『
万
葉
集
』
研
究
が
評
価
さ
れ
日
本
学
士
院
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
武
田
の
研
究
は
厳
密
な
文
献
学
的
方
法

に
根
ざ
し
て
お
り
、
武
田
が
唱
え
た
諸
説
の
中
に
は
、
通
説
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
く
、
今
日
の
研
究
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は

多
大
で
あ
る
。

　

武
田
は
多
く
の
論
考
を
発
表
し
な
が
ら
、
國
學
院
大
學
教
授
と
し
て
多
方
面
で
講
演
・
講
習
を
行
っ
て
い
る
。
演
目
は
『
万
葉
集
』、

と
き
に
は
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
と
、
そ
の
取
り
扱
う
内
容
は
武
田
の
幅
広
い
研
究
対
象
を
物
語
っ
て
お
り
古
典
全
般
を
扱
う
こ
と

も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
講
演
・
講
習
会
は
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
学
生
・
一
般
・
教
員
・
神
職
な
ど
様
々
な
人
々
が
対
象
と

　
　
　
　

国
民
精
神
作
興
に
み
る
武
田
祐
吉
の
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
昭
和
十
二
年
、
台
湾
に
お
け
る『
万
葉
集
』
講
義
か
ら
―
―渡　

邉　
　
　

卓　
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な
っ
て
い
る（

（
（

。
武
田
の
こ
う
い
っ
た
講
演
内
容
は
、
基
本
的
に
は
武
田
が
そ
れ
ま
で
発
表
し
た
研
究
や
著
作
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ

る
。
一
方
、
武
田
の
著
作
や
刊
行
物
の
中
に
は
武
田
の
講
演
を
も
と
と
し
て
活
字
化
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
研
究
・
著
作
・
講
演
が

必
ず
し
も
順
を
追
っ
て
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
武
田
の
『
国
文
学
に
現
れ
た
る
上
代
の
日
本
思

想（
2
（

』
は
、
国
民
精
神
文
化
講
習
会
に
お
け
る
講
演
速
記
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
刊
行
さ
れ
た
、
昭
和
十
年
代
に
は
、
時
局
の

影
響
も
あ
っ
て
、
国
民
精
神
を
教
化
す
る
た
め
の
講
演
が
多
く
催
さ
れ
て
い
る
。
武
田
の
年
譜（

3
（

を
繙
く
と
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）

五
月
に
、
文
部
省
よ
り
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
昭
和
十
二
年
度
国
語
国
文
学
部
臨
時
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、
翌
年
に
は
中
等
教
育
検
定
委
員

会
臨
時
委
員
と
な
り
、
学
内
外
に
お
い
て
の
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
武
田
は
、
当
時
、
文
部
省
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
精
神

叢
書
』
な
ど
を
手
が
け
る
な
ど（

（
（

、
時
局
に
合
わ
せ
た
執
筆
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
時
局
に
沿
っ
た
武
田
の
活
動
の
ひ
と
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
台
湾
で
行
わ
れ
た
講
習
会
と
そ
の
講
義
を
ま
と
め
た
『
万

葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神（

5
（

』
な
る
冊
子
で
あ
る
。
こ
の
冊
子
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�

本
書
ハ
当
府
主
催
昭
和
十
二
年
度
国
民
精
神
文
化
講
習
会
講
師
ト

　
　

シ
テ
来
台
セ
ラ
レ
タ
ル
國
學
院
大
學
教
授
武
田
祐
吉
博
士
ノ
講
義

　
　

速
記
ナ
リ

　
　

今
回
之
ヲ
印
刷
ニ
付
シ
教
育
関
係
ノ
希
望
者
ニ
頒
ツ
モ
ノ
ナ
リ

　
　
　
　

昭
和
十
三
年
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
教
局
学
務
課
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武
田
が
公
務
で
台
湾
を
訪
れ
講
義
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
講
習
会
の
後
に
、
そ
の
内
容
が
冊
子
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
台
湾
に
広
く
武
田
の
学
問
を
喧
伝
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
表
わ
れ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
冊

子
は
、
後
に
大
改
訂
さ
れ
『
万
葉
精
神
』
上
巻（

6
（

と
し
て
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
万
葉
精
神
』
上
巻
か

ら
漏
れ
た
内
容
を
中
心
に
改
訂
し
た
『
万
葉
自
然（

7
（

』
が
占
領
下
の
昭
和
二
十
一
年
に
同
じ
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
刊

行
物
は
、
武
田
の
講
義
を
も
と
と
し
な
が
ら
も
、
形
を
変
え
つ
つ
も
数
年
に
跨
っ
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
時
局
の
動
向
を
越
え
た
出
版
と

見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
当
時
の
武
田
祐
吉
の
『
万
葉
集
』
講
義
の
あ
り
方
を
、
刊
行
物
よ
り
確
認
し
な
が
ら
、
武
田
の
学
問
意

義
と
時
局
の
問
題
を
あ
わ
せ
な
が
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　

一
、
台
湾
に
お
け
る
講
習
会

　

武
田
が
台
湾
で
行
っ
た
講
習
会
に
つ
い
て
、
阪
本
是
丸
氏
は
武
田
の
職
歴
と
関
連
づ
け
て
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る（

（
（

。

　
　

�

武
田
は
昭
和
十
一
年
九
月
八
日
文
部
省
訓
令
に
よ
つ
て
設
置
さ
れ
た
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
の
国
語
国
文
学
部
の
昭
和
十
二
年
度
臨

時
委
員
に
就
任
し
て
を
り
、
同
年
七
月
二
十
六
日
か
ら
、
宮
崎
、
熊
本
、
高
知
な
ど
各
地
の
講
習
会
に
出
張
し
て
ゐ
る
な
ど
、
こ
の

講
習
会
も
そ
の
一
環
で
あ
ら
う
。

　

先
に
み
た
年
譜
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
武
田
は
文
部
省
か
ら
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
公
務
と
し
て
各
地
で
講
演
を
行
っ
て
い
た
模

様
で
あ
る
。
し
か
し
、
年
譜
の
昭
和
十
二
年
に
は
「
七
月
二
十
六
日
よ
り
九
月
二
十
一
日
ま
で
宮
崎
・
熊
本
・
高
松
・
神
戸
―
―
講
習
会
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に
招
か
れ
る
」
と
あ
る
も
の
の
、
台
湾
へ
渡
航
し
た
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
略
年
譜
で
あ
る
た
め
、
台
湾
渡
航
を
省
略
し
た
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
渡
航
に
連
な
る
活
動
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
不
審
と
も
み
え
る
。
ま
た
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
は
頒
布
物
だ
っ

た
た
め
か
著
作
目
録
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
何
か
意
図
的
な
配
慮
を
思
わ
せ
る
。
し
か
し
、
こ
の
冊
子
の
存
在
に
よ
っ
て
台
湾

で
の
講
義
内
容
が
武
田
の
語
り
口
の
ま
ま
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
昭
和
十
二
年
の
一
連
の
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
後
に
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
を
改
訂
し
て
出
版
さ
れ
た
、『
万
葉
精
神
』

上
巻
の
序
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

　
　

�　

そ
の
年
の
夏
は
、
七
月
二
十
六
日
に
東
京
を
発
し
て
、
一
路
宮
崎
に
赴
き
、
熊
本
に
出
で
、
転
じ
て
高
松
に
入
り
、
神
戸
を
経
て
、

八
月
七
日
、
門
司
を
発
し
て
台
湾
に
向
ひ
、
九
日
、
台
北
に
著
し
、
そ
れ
か
ら
新
竹
、
台
中
、
嘉
義
、
台
南
、
高
雄
等
を
巡
遊
し
て

台
北
に
帰
り
、
九
月
十
八
日
、
台
湾
を
発
し
て
帰
途
に
就
き
、
二
十
一
日
、
帰
宅
し
た
。
そ
の
間
、
諸
処
に
て
出
征
の
兵
士
を
見
送

り
、
ま
た
台
南
で
は
、
空
襲
警
報
に
も
出
会
つ
た
。

　
　

�　

こ
の
旅
行
は
、
近
年
珍
し
く
長
い
旅
行
で
あ
つ
た
。
そ
の
目
的
は
、
国
民
精
神
に
関
す
る
講
習
会
の
為
で
、
到
る
処
に
、
万
葉
の

精
神
を
講
じ
、
古
事
記
の
精
神
を
談
つ
た
。
中
に
も
台
北
に
於
け
る
総
督
府
の
講
習
会
に
は
、
四
十
時
間
に
及
ん
で
、
万
葉
の
精
神

を
講
述
し
た
。
そ
の
速
記
に
依
つ
て
、
後
に
台
湾
総
督
府
か
ら
「
万
葉
集
に
顕
現
せ
る
國
民
精
神
」
と
題
す
る
冊
子
を
出
版
し
て
、

島
内
に
頒
布
し
た
が
、
そ
の
原
稿
を
見
る
機
会
を
与
へ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
、
相
当
に
誤
謬
の
多
い
の
は
遺
憾
で
あ
つ
た
。
し
か
し

こ
れ
と
、
歌
集
「
魚
腹
集
」
と
、
及
び
一
二
の
短
文
と
が
、
こ
の
台
湾
旅
行
の
記
念
と
な
つ
た
次
第
で
あ
る
。（
一
～
二
頁
）

　　

こ
こ
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
目
的
は
「
国
民
精
神
に
関
す
る
講
習
会
」
の
た
め
で
あ
り
、
台
湾
に
於
け
る
講
習
会
は
四
十
時
間
に
及
ん
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で
い
る
。『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
に
記
し
て
あ
る
武
田
の
講
義
日
に
拠
る
と
、
昭
和
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

9
（

。
十
八
日
に
台
湾
を
発
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
ま
さ
に
台
湾
渡
航
の
目
的
は
『
万
葉
集
』
の
講
義
に
他
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
講
義
の
開
催
理
由
は
、
国
民
精
神
教
化
に
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
講
義
時
間
が
四
十
時
間
と
も

な
る
と
、
現
在
の
大
学
の
一
年
間
の
講
義
時
間
と
同
等
で
あ
り
、
そ
れ
を
僅
か
な
日
数
で
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
か
な
り
過
密

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
講
習
が
進
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
講
習
会
に
お
け
る
講
義
は
、『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
頒
布
さ
れ
た
が
、
武
田
自
身
の
校
閲
は
経
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
武
田
は
快
く
思
っ
て
お
ら
ず
、
昭
和
十
八
年
の

『
万
葉
精
神
』
上
巻
の
刊
行
へ
と
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
序
で
頒
布
さ
れ
た
刊
行
物
名
を
「
万
葉
集●

に
顕
現
せ
る
國●

民●

精
神
」
と
誤
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
刊
行
物
へ
の
認
識
が
高
く
な
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。『
万
葉
精
神
』
上
巻
の
序
で
、「
国
民
精
神
作
興
の
急
務

は
、
一
層
痛
感
せ
ら
れ
、
こ
ゝ
に
古
き
を
顧
み
て
、
万
葉
の
精
神
を
論
ず
る
声
も
多
く
聞
か
れ
る
や
う
に
な
つ
た
。」（
二
頁
）
と
述
べ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
講
義
の
背
景
に
時
代
の
変
化
と
い
う
も
の
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
万
葉
精
神
』
上
巻
が
刊

行
さ
れ
た
昭
和
十
八
年
は
、
台
湾
で
講
習
会
を
行
っ
た
昭
和
十
二
年
よ
り
六
年
経
過
し
て
お
り
、
戦
局
も
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
頃
で
あ

る
。
こ
の
序
は
そ
れ
に
対
応
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、「
国
民
精
神
作
興
」
の
た
め
に
『
万
葉
集
』
を
講
じ
る
こ
と
は
、
後

に
文
献
学
的
研
究
と
し
て
評
さ
れ
る
武
田
の
学
問
と
は
、
少
々
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
武
田
は
「
国
民
精
神
作
興
」
の

た
め
に
『
万
葉
精
神
』
上
巻
を
刊
行
し
た
と
す
る
が
、
そ
の
も
と
と
な
っ
た
台
湾
で
の
講
習
会
、
ひ
い
て
は
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精

神
』
に
も
同
様
の
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
武
田
が
序
の
中
で
、『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
を
「
大
改
訂
を
施
し
」「
初

の
数
章
は
、
新
た
に
書
き
改
め
」
て
著
し
た
の
が
『
万
葉
精
神
』
上
巻
だ
と
す
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
武
田
の
思
い
と
台
湾
で
の
刊
行

物
の
内
容
に
は
差
異
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
両
書
を
比
較
し
て
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ

れ
に
よ
っ
て
武
田
の
学
問
姿
勢
を
検
証
す
る
こ
と
へ
と
つ
な
げ
た
い
。
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こ
の
『
万
葉
精
神
』
上
巻
の
序
に
み
え
る
「
魚
腹
集
」
と
は
昭
和
十
三
年
に
自
ら
刊
行
し
た
歌
集
で
あ
り
、
そ
の
冒
頭
に
は
、「
昭
和

十
二
年
七
月
二
十
六
日
よ
り
同
年
九
月
二
十
一
日
に
い
た
る
間
の
旅
の
歌
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
一
連
の
講
習
会
の
行
程
に
合
わ
せ

て
歌
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
台
湾
で
の
講
習
会
の
様
子
を
詠
ん
だ
歌
が
一
首
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

台
北
州
国
民
精
神
文
化
講
習
会

　
　

集あ
つ
まり

来く

る
は
裁
縫
の
先
生
体
操
の
先
生
な
り
と
い
ふ

　
　

万
葉
の
道
を
わ
れ
説
か
む
と
す

　

講
習
会
の
講
師
の
多
く
は
、
裁
縫
や
体
操
の
先
生
と
い
う
実
戦
的
な
内
容
だ
が
、
自
分
は
『
万
葉
集
』
に
顕
現
せ
る
道
を
説
く
の
だ
と

歌
い
、
講
師
と
し
て
登
壇
す
る
武
田
の
気
概
が
窺
わ
れ
る
歌
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
気
概
を
反
映
し
た
結
果
が
、『
万
葉
に
顕
現
せ
る

日
本
精
神
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　

二
、
講
義
録
か
ら
著
作
へ

　

武
田
が
行
っ
た
講
義
内
容
や
構
成
を
知
る
た
め
に
、
ま
ず
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
の
目
次
を
確
認
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な

講
義
で
あ
っ
た
か
を
把
握
し
よ
う
と
思
う
。
ま
た
、
こ
れ
と
あ
わ
せ
後
に
改
訂
さ
れ
た
『
万
葉
精
神
』
上
巻
の
目
次
も
参
照
し
、
両
書
の

目
次
を
比
較
し
な
が
ら
、
講
義
録
か
ら
著
作
へ
と
「
大
改
訂
」
さ
れ
た
様
子
も
あ
わ
せ
て
見
て
み
た
い
。
な
お
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本

精
神
』
の
目
次
に
は
講
習
日
を
並
記
し
た
。
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『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』

第
一
章　

�

序
説

　

第
一
節　

万
葉
時
代

　

第
二
節　

万
葉
の
読
み
方
と
意
義

　

第
三
節　

万
葉
集
の
歌
の
分
類

　

第
四
節　

万
葉
集
の
性
質
、
広
さ

　

第
五
節　

万
葉
集
を
読
む
態
度

（
九
月
一
日
）

第
二
章　

各
節

　

第
一
節　

大
丈
夫
の
道（

二
日
・
三
日
）

　

第
二
節　

防
人

『
万
葉
精
神
』
上
巻

　

一　

万
葉
時
代

　

二　

作
者
の
範
囲

　

三　

万
葉
集
の
親
し
さ

　

四　

万
葉
集
を
読
む
こ
と
の
意
義

　

五　

ま
す
ら
を
ぶ
り

　

六　

ま
す
ら
を
の
道

　

七　

人
の
名

　

八　

国
民
精
神
の
涵
養

　

九　

国
民
精
神
の
根
底

一
〇　

丈
夫
と
思
へ
る
吾

一
一　

万
葉
集
の
強
み

一
二　

防
人
の
歌

　

第
三
節　

女
子
の
道

（
四
日
）

　

第
四
節　

家
族

　

第
五
節　

氏
族

（
六
日
）

　

第
六
節　

社
会
愛

　

第
七
節　

生
物
と
季
節

（
七
日
）

　

第
八
節　

都
会
と
旅
行

（
八
日
）

　

第
九
節　

遣
外
使
節

第
十
節　

海
洋

（
九
日
）

第
十
一
節　

山
獄
河
川

第
十
二
節　

国
土

（
十
・
十
一
日
）

第
十
三
節　

天
皇

（
十
一
日
）

第
十
四
節　

天
皇
（
続
き（
（1
（

）

（
十
五
・
十
六
日
）

第
十
五
節　

国
民
性

（
十
七
日
）
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一
三　

海
山
を
越
え
て

一
四　

父
母
の
恩
愛

一
五　

太
刀
に
な
り
て
も

一
六　

顧
み
な
く
て

一
七　

火
に
も
水
に
も

一
八　

石
戸
わ
る
手
力

一
九　

馬
を
買
ふ

二
〇　

防
人
の
妻

二
一　

煤
け
た
妻

二
二　

末
は
知
ら
ね
ど

二
三　

遣
唐
使
の
母

二
四　

玉
は
授
け
て

二
五　

家
族

二
六　

宴
を
罷
る
歌

二
七　

子
等
を
思
ふ
歌

二
八　

明
星
が
我
が
子

二
九　

人
の
子
と
し
て

三
〇　

男
女
の
道

三
一　

泣
血
哀
慟

三
二　

姉
弟
の
情

三
三　

氏
族

三
四　

時
代
の
情
勢

三
五　

旅
に
喩
す
歌

三
六　

�

陸
奥
の
国
よ
り
黄
金
を
出
せ
る

を
賀
ふ
詔
書
の
歌

三
七　

靱
懸
く
る
伴
の
緒

三
八　

社
会
愛

三
九　

聖
徳
太
子
の
御
歌

四
〇　

山
野
に
死
す
る
者

四
一　

貧
窮
を
歌
ふ

四
二　

白
水
郎
荒
雄
の
妻
子
に
代
り
て

四
三　

生
物
と
季
節

四
四　

千
鳥
に
呼
び
か
け
る

四
五　

雁
の
歌

四
六　

鴨
鶯
な
ど

四
七　

季
節
観

四
八　

花
と
黄
葉

四
九　

夏
来
る
ら
し

五
〇　

都
会
の
発
達

五
一　

旅
ゆ
く
者

五
二　

人
麻
呂
の
旅
の
歌

五
三　

武
市
黒
人
の
旅
の
歌

　
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
は
二
章
立
て
十
九
節
の
全
三
六
〇
頁
で
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、『
万
葉
精
神
』
上
巻
は
五
三
項
の

三
四
六
頁
か
ら
な
る
。
項
目
数
か
ら
見
る
と
『
万
葉
精
神
』
上
巻
の
方
が
大
部
に
見
え
る
が
、
実
際
は
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』

の
第
二
章
第
八
節
の
「
都
会
と
旅
行
」
ま
で
を
細
分
化
し
て
改
訂
し
た
も
の
で
あ
り
、
取
り
扱
わ
れ
る
万
葉
歌
や
構
成
も
一
致
し
て
い
る
。
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ま
た
、
文
章
量
は
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
の
方
が
講
義
を
も
と
に
し
た
活
字
化
で
あ
る
た
め
、
実
際
の
講
義
の
様
子
を
そ
の
ま

ま
に
伝
え
る
箇
所
も
多
く
、
表
現
や
解
説
な
ど
が
口
語
体
を
ま
じ
え
な
が
ら
よ
り
丁
寧
に
記
さ
れ
て
お
り
、『
万
葉
精
神
』
上
巻
に
比
べ

文
字
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
改
訂
を
施
し
た
『
万
葉
精
神
』
上
巻
は
、
要
点
を
絞
り
簡
略
化
し
た
表
現
を
用
い
て
い
る
た
め
文
章
量
は

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
書
物
と
し
て
は
ま
と
ま
っ
た
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、『
万
葉
集
』
の
歌
の
解
釈
を
中
心
と
し

て
お
り
、『
万
葉
集
』
の
基
礎
知
識
や
文
法
、
部
立
・
題
詞
か
ら
見
る
詠
ま
れ
た
背
景
な
ど
を
学
術
的
に
講
じ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。

両
書
は
啓
蒙
書
と
い
う
よ
り
も
、
ま
さ
に
『
万
葉
集
』
の
講
義
・
解
釈
の
文
献
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
書
物
で
あ
る
。

　
『
万
葉
精
神
』
上
巻
と
い
う
書
名
か
ら
は
、
下
巻
を
刊
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
が
、
時
局
の
影
響
も
あ
っ
て
か
下

巻
は
刊
行
さ
れ
ず
、
武
田
（
あ
る
い
は
出
版
社
）
が
構
想
し
て
い
た
、〈
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
〉
が
読
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
そ
の
下
巻
の
か
わ
り
に
、
武
田
は
占
領
下
の
昭
和
二
十
一
年
に
同
じ
出
版
社
か
ら
『
万
葉
自
然
』
な
る
本
を
刊
行
し
て
い

る
。
こ
ち
ら
の
目
次
も
あ
わ
せ
て
掲
載
す
る
。

『
万
葉
自
然
』

　

一　

万
葉
時
代

　

二　

万
葉
集
の
作
者

　

三　

万
葉
集
の
親
し
さ

　

四　

万
葉
集
の
意
義

　

五　

生
物
と
季
節

　

六　

千
鳥
に
呼
び
か
け
る

　

七　

雁
の
歌

　

八　

鴨
鶯
な
ど

　

九　

季
節
観

一
〇　

花
と
黄
葉

一
一　

夏
来
る
ら
し

一
二　

都
会
の
発
達

一
三　

旅
ゆ
く
者

一
四　

柿
本
人
麻
呂
の
旅
の
歌

一
五　

高
市
黒
人
の
旅
の
歌

一
六　

遣
外
使
節

一
七　

遣
唐
使

一
八　

遣
新
羅
使
と
遣
渤
海
使
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こ
の
目
次
を
み
る
と
、
先
の
二
著
と
同
様
に
『
万
葉
自
然
』
は
概
説
か
ら
説
き
始
め
ら
れ
て
お
り
、
冒
頭
部
の
項
目
が
二
著
と
お
お
よ

そ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
以
降
の
項
目
は
『
万
葉
精
神
』
上
巻
に
は
改
訂
さ
れ
な
か
っ
た
、『
万
葉
に
顕
現
せ

る
日
本
精
神
』
の
後
半
部
と
重
複
し
て
い
る
。
や
は
り
『
万
葉
自
然
』
は
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
を
改
訂
し
た
も
の
と
指
摘
で

き
る
の
で
あ
る
。
概
説
部
に
続
く
「
五　

生
物
と
季
節
」
は
、『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
の
第
七
節
「
生
物
と
季
節
」
と
内
容
・

文
章
が
お
お
よ
そ
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
『
万
葉
自
然
』
の
最
終
項
目
「
自
然
の
中
に
生
き
る
」
は
、『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』「
山

獄
河
川
」
の
終
盤
の
文
章
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
該
当
箇
所
の
最
終
段
落
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。

『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』「
第
十
一
節　

山
獄
河
川
」

　
　

�

そ
れ
は
何
故
自
然
の
美
し
い
姿
が
之
等
の
歌
と
し
て
現
は
れ
て
来
る
か
、
此
の
作
者
達
が
自
然
に
対
し
て
自
ら
好
意
を
以
て
相
対
し

て
居
る
の
で
、
自
ら
自
然
の
中
か
ら
優
れ
た
点
が
見
出
さ
れ
て
来
る
の
で
す
。
総
べ
て
の
物
は
人
が
之
を
無
心
で
此
の
物
質
的
に
極

め
て
冷
酷
な
態
度
で
之
を
見
る
時
に
は
、
そ
こ
に
は
唯
物
質
的
な
存
在
の
み
し
か
な
い
け
れ
ど
も
、
一
旦
此
方
の
人
の
精
神
が
動
い

て
之
を
或
る
気
持
で
見
る
時
に
は
、
そ
れ
に
応
じ
て
特
色
を
発
揮
し
て
来
る
も
の
で
あ
る
。（
以
下
略
、
二
四
七
頁
）

一
九　

海
洋
に
親
む

二
〇　

海
洋
に
関
す
る
長
歌

二
一　

浦
島
の
歌

二
二　

天
の
海

二
三　

山
部
赤
人
の
富
士
山
の
歌

二
四　

無
名
氏
の
富
士
山
の
歌

二
五　

筑
波
山
の
歌

二
六　

東
歌
の
山
々

二
七　

山
の
美
し
さ

二
八　

大
和
の
山
々

二
九　

河
川

三
〇　

吉
野
川

三
一　

河
川
の
伝
説

三
二　

自
然
の
中
に
生
き
る
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『
万
葉
自
然
』「
三
二　

自
然
の
中
に
生
き
る
」

　
　

�

そ
れ
は
何
故
自
然
の
美
し
い
姿
が
こ
れ
ら
の
歌
と
し
て
現
れ
て
来
る
か
。
此
の
作
者
た
ち
が
自
然
に
対
し
て
お
の
ず
か
ら
好
意
を
以

つ
て
相
対
し
て
居
る
の
で
、
自
然
の
中
か
ら
す
ぐ
れ
た
所
が
見
出
さ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
物
は
、
人
が
物
質
的
に
極
め

て
冷
酷
な
態
度
で
見
る
時
に
は
、
そ
こ
に
は
唯
物
質
的
な
存
在
の
み
し
か
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
一
旦
此
方
の
人
の
精
神
が
動
い
て

或
る
気
持
で
見
る
時
に
は
、
そ
れ
に
応
じ
て
特
色
を
発
揮
し
て
来
る
も
の
で
あ
る
。（
以
下
略
。
一
八
七
頁
）

　
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』と『
万
葉
自
然
』を
比
較
す
る
と
、全
体
に
わ
た
っ
て
こ
の
よ
う
に
文
章
が
一
致
し
て
い
る
。し
た
が
っ

て
、『
万
葉
自
然
』
に
は
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
の
第
七
節
か
ら
第
十
一
節
を
再
改
訂
し
再
掲
載
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
て
良

い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
武
田
の
台
湾
で
の
講
義
は
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
改
訂
さ
れ
て
公
刊
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
昭
和
十
二
年
か
ら
二
十
一
年
ま
で
、
武
田
の
講
義
が
書
名
を
変
え
な
が
ら
も
刊
行
し
得
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
内
容
が

時
局
に
左
右
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
万
葉
自
然
』
の
刊
行
に
際
し
て
、『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本

精
神
』
よ
り
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
「
国
土
」「
天
皇
」「
国
民
性
」
と
い
っ
た
項
目
名
は
、
直
接
的
に
「
国
民
精
神
作
興
」
や
そ
の
教
化
と

つ
な
が
る
た
め
、
構
成
段
階
で
省
略
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
の
章
立
て
を
眺
め
る
と
、

こ
れ
ら
三
項
目
は
、
そ
れ
ま
で
の
も
の
に
比
べ
る
と
唐
突
な
感
じ
も
否
め
ず
、
不
自
然
さ
を
感
じ
る
。
ま
さ
に
「
国
民
精
神
作
興
」
の
た

め
に
用
意
さ
れ
た
項
目
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
省
略
さ
れ
た
項
目
は
、
占
領
下
に
お
い
て
は
「
国
民
精
神
作
興
」
と
直
結
し

て
し
ま
う
が
た
め
に
削
除
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
で
は
他
の
項
目
は
、「
国
民
精
神
作
興
」
と
な
っ
て
い
な
い
の
か
を
具
体
的
に
武

田
の
講
義
内
容
を
検
討
し
、
武
田
が
本
来
の
〈
国
民
精
神
〉、
あ
る
い
は
『
万
葉
集
』
の
精
神
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
次
に
検

討
し
て
み
た
い
。
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三
、『
万
葉
集
』
と
国
民
精
神
の
関
係

　

ま
ず
は
じ
め
に
台
湾
に
お
け
る
武
田
の
講
義
が
、『
万
葉
精
神
』
上
巻
の
序
で
述
べ
る
よ
う
に
国
民
精
神
と
如
何
に
関
わ
る
も
の
な
の
か
、

武
田
の
講
義
内
容
か
ら
『
万
葉
集
』
と
国
民
精
神
の
関
係
を
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
講
義
を
ま
と
め
た
『
万

葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
は
、
書
名
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
内
容
は
純
粋
な
『
万
葉
集
』
講
義
と
し
て
の
印
象
が
強
い
。
ま
ず
概

説
で
武
田
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
『
万
葉
集
』
の
思
想
を
端
的
に
み
て
み
た
い
。

　
　

�　

之
に
対
し
て
遙
か
上
代
に
当
つ
て
又
外
来
文
化
の
刺
戟
を
受
け
て
我
国
の
固
有
の
文
化
が
目
覚
め
て
来
た
時
代
、
之
が
即
ち
万
葉

時
代
で
あ
り
ま
す
。
此
の
上
代
に
在
つ
て
は
東
洋
大
陸
に
発
達
し
た
文
化
が
入
つ
て
参
り
ま
し
て
、
而
し
て
従
来
あ
り
来
つ
た
も
の

を
刺
戟
し
茲
に
其
の
発
達
を
見
る
に
至
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
三
頁
）

　

こ
こ
で
は
、
万
葉
の
時
代
に
み
る
、
万
葉
文
化
あ
る
い
は
『
万
葉
集
』
の
発
生
は
外
来
文
化
や
思
想
の
刺
激
に
よ
っ
て
発
達
し
て
来
た

こ
と
を
物
語
る
。
こ
れ
は
、
至
極
当
然
の
こ
と
な
の
だ
が
、『
万
葉
集
』
の
成
立
が
日
本
独
自
の
力
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の

優
位
性
を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
海
外
と
の
比
較
文
化
の
視
点
の
上
か
ら
日
本
の
『
万
葉
集
』
を
捉
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
そ
の
上
で
、
歌
を
詠
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
民
の
特
質
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

此
の
国
民
の
多
数
が
自
ら
歌
を
読
み
俳
句
を
詠
む
と
云
ふ
こ
と
は
、
日
本
国
民
の
特
質
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
日
本
国
民
は
、

国
民
自
ら
が
、
斯
様
な
歌
や
俳
句
の
作
者
で
あ
る
と
云
ふ
立
場
を
持
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
之
は
何
処
の
国
に
参
り
ま
し
て
も
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無
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
我
が
国
民
の
特
別
の
性
質
と
し
て
尊
重
す
べ
き
所
で
あ
り
ま
す
。（
一
〇
～
一
一
頁
）

����
　

歌
を
詠
む
こ
と
を
日
本
特
有
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、『
万
葉
集
』
を
な
が
め
る
と
純
粋
な
日
本
人
の
歌
だ
け
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
渡
来
人
の
歌
も
み
ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
渡
来
人
の
歌
も
解
釈
す
る
た
め
に
、
国
民
の
範
囲
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に

述
べ
、
渡
来
人
ま
で
も
国
民
の
範
囲
と
し
て
武
田
は
捉
え
て
い
る
。

　
　

�

兎
に
角
、
斯
様
に
今
日
所
謂
大
日
本
国
民
と
云
ふ
意
味
で
此
の
集
の
作
者
の
範
囲
を
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。
我
が
国

民
は
同
化
力
も
強
く
い
ろ
〳
〵
の
系
統
の
人
々
を
も
融
合
同
化
し
て
し
ま
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
又
斯
様
な
多
種
の
系
統
を
異

に
す
る
人
々
で
あ
つ
て
も
、
我
が
国
民
と
な
り
ま
す
れ
ば
悉
く
同
化
作
用
を
な
し
て
自
ら
進
ん
で
同
化
作
用
を
な
し
て
、
而
し
て
其

の
我
が
国
の
風
に
従
つ
て
歌
を
も
詠
み
ま
す
。
斯
う
云
ふ
様
に
な
つ
て
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。（
一
三
～
一
四
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
『
万
葉
集
』
を
通
し
て
、
つ
ま
り
は
歌
を
詠
む
こ
と
を
通
し
て
幅
広
く
国
民
の
範
囲
を
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
国
民
の
範
囲
を
示
す
『
万
葉
集
』
は
、
代
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
祖
先
の
声
と
し
て
誇
り
高
き
歌
集
と
み
る
の
で
あ
る
。
そ
の
誇
り

は
武
田
の
、

　
　

�

我
が
日
本
国
民
は
少
く
も
千
二
百
年
前
に
於
て
既
に
斯
様
な
立
派
な
作
品
を
持
つ
て
居
つ
た
。
即
ち
我
が
日
本
国
民
の
光
輝
あ
る
歴

史
の
一
面
を
語
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。（
一
七
頁
）
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と
い
う
一
文
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
観
点
だ
け
か
ら
も
、
概
説
に
お
い
て
は
日
本
の
優
位
性
、
国
民
精
神
の
教
化
を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、『
万
葉
集
』
や

歌
に
よ
っ
て
日
本
の
国
民
性
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
と
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。そ
の
た
め
、こ
の
講
座
に
お
い
て
重
要
な「
国

民
精
神
」
と
の
関
わ
り
方
は
、
日
本
の
古
典
（『
万
葉
集
』）
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
日
本
国
民
の
特
色
を
理
解
し
、

現
代
へ
と
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
武
田
の
講
義
に
お
い
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
や
は
り
古
典
（
歌
）

を
正
し
く
解
釈
し
、
わ
か
り
や
す
く
聴
衆
に
説
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
が
〈
国
民
精
神
〉
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
武
田

は
講
義
の
中
で
古
典
に
つ
い
て
触
れ
て
お
り
、
そ
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

�　

総
べ
て
斯
様
な
古
典
は
現
代
に
在
つ
て
は
何
の
為
に
存
在
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
。
単
に
我
等
日
本
国
民
乃
至
日
本
の
国
家
の
過

ぎ
来
し
後
を
明
か
に
す
る
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
我
々
日
本
国
民
の
住
み
来
り
ま
し
た
跡
を
明
か
に
す
る
の
は
一
の
手
段

で
あ
る
。
そ
れ
を
以
て
今
日
を
照
し
将
来
を
律
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
之
は
今
日
に
於
き
ま
し
て
万
葉

集
其
の
他
の
古
典
を
読
む
態
度
で
あ
り
ま
す
。
現
代
に
於
け
る
古
典
の
意
義
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
独
り
古
道
を
明

に
す
る
だ
け
で
な
し
に
、
茲
に
直
接
に
今
日
の
生
活
を
指
導
す
る
も
の
を
見
出
し
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。（
一
八

頁
）

����

　

ま
さ
に
古
典
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
今
日
の
生
活
に
還
元
さ
せ
る
こ
と
を
古
典
の
意
義
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
還

元
の
さ
せ
方
が
武
田
の
主
張
を
含
む
こ
と
に
な
り
、
古
典
に
日
本
の
本
質
を
求
め
よ
う
と
す
る
態
度
そ
の
も
の
が
、〈
国
民
精
神
〉
を
考

え
る
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。『
万
葉
集
』
を
読
む
意
義
に
つ
い
て
も
、
国
民
精
神
と
関
連
づ
け
て
定
義
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
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�　

之
が
国
民
精
神
の
独
り
万
葉
時
代
だ
け
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
今
日
之
を
読
む
こ
と
は
殆
ど
意
義
の
な
い
昔
話

を
繰
返
す
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
我
が
国
体
に
基
く
国
民
精
神
は
、
矢
張
り
国
家
国
体
と
同
じ
く
万
個
に
亘
つ
て
渝
ら
ざ
る

性
質
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
太
古
以
来
今
日
に
至
り
、
又
将
来
に
亘
つ
て
日
本
国
民
の
持
つ
て
居
り
ま
す
国
民
精
神
は
同
じ
く
渝
ら

ざ
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　

�　

そ
こ
で
之
を
万
葉
集
の
歌
に
現
は
れ
る
国
民
精
神
を
明
か
に
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
軈
て
今
日
の
国
民
精
神
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
或
は
仮
に
眠
つ
て
居
る
か
も
知
れ
な
い
国
民
精
神
の
或
一
面
を
、
喚
び
覚
ま
す
と
云
ふ
意
味
に
も
な
る
の
で
あ
り

ま
す
。
今
日
の
国
民
精
神
に
与
へ
る
所
の
一
の
刺
戟
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
茲
に
な
り
ま
す
と
云
ふ
と
、
単
に
古

道
を
明
に
す
る
、
古
、
斯
の
如
く
あ
つ
た
と
云
ふ
だ
け
で
は
不
可
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
之
を
以
て
今
日
を
照
ら
し
、
又
之
を
以
て

同
様
に
将
来
を
照
ら
す
所
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。（
一
九
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
概
説
で
武
田
は
、
国
民
精
神
と
『
万
葉
集
』
と
の
関
係
を
右
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
古
典
か

ら
国
民
精
神
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
方
法
は
、
時
局
の
活
動
の
中
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
西
郷
信
綱
は

戦
前
の
国
文
学
、
あ
る
い
は
国
文
学
の
活
動
を
振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
西
郷
の
見
解
は
、
当
時
と
し
て
は
通

常
の
理
解
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

�　

こ
れ
ま
で
の
国
文
学
会
の
思
考
様
式
を
特
徴
づ
け
て
き
た
顕
著
な
標
識
の
一
つ
は
、
日
本
的
な
る
も
の
＝
国
民
性
と
い
ふ
形
而
上

学
的
概
念
に
、
文
学
事
象
の
最
後
的
な
説
明
根
拠
を
求
め
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
万
葉
集
を
研
究
す
る
も
の
も
、
源
氏
物
語
を
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研
究
す
る
も
の
も
、
新
古
今
集
を
研
究
す
る
も
の
も
、
芭
蕉
を
研
究
す
る
も
の
も
、
み
な
、「
ま
す
ら
お
ぶ
り
」
だ
と
か
「
も
の
の

あ
は
れ
」「
幽
玄
」「
寂
び
」
だ
と
か
い
ふ
精
神
タ
イ
プ
を
そ
れ
ぞ
れ
抽
出
し
、
い
ろ
い
ろ
と
学
者
的
あ
げ
つ
ら
ひ
を
施
し
た
う
へ
で
、

さ
て
そ
れ
ら
が
日
本
的
な
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
性
の
表
現
で
ご
ざ
る
、
と
い
ふ
風
に
説
明
す
る
の
が
公
式
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
た

だ
そ
れ
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
何
も
の
を
も
具
体
的
に
は
殆
ど
説
明
し
て
く
れ
よ
う
と
は
し
な
か
つ
た
。

　

武
田
の
講
義
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
国
民
精
神
を
論
じ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
西
郷
の
主
張
す
る
よ
う
な
活
動

の
一
環
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
武
田
の
講
習
会
で
は
、
具
体
的
に
歌
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
右
の

よ
う
な
国
民
精
神
に
対
し
て
の
教
化
活
動
と
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
箇
所
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　

四
、
講
義
に
み
る
〈
国
民
精
神
〉

　
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
を
繙
く
と
第
二
章
か
ら
は
、
そ
の
項
に
ふ
さ
わ
し
い
『
万
葉
集
』
の
歌
を
取
り
上
げ
て
、
解
説
し
て

い
く
。
そ
の
注
釈
方
法
は
、
歌
の
解
説
は
勿
論
、
文
法
の
説
明
、『
万
葉
集
』
の
基
礎
知
識
、
背
景
の
日
本
文
化
、
歌
人
の
人
物
像
ま
で

も
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
。
歌
の
注
釈
だ
け
を
み
る
と
今
日
に
も
通
用
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
注
釈
に
重
き
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
も
、
非
常
に
学
術
的
態
度
に
よ
っ
て
講
義
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
確
か
に
、
国
民
精
神
と
関
連
づ
け
て
解
説
す
る
よ
う

な
箇
所
も
あ
る
。
例
え
ば
山
上
憶
良
の
歌
に
対
し
て
は
、

　
　

�

国
民
精
神
か
ら
言
へ
ば
忠
勇
義
烈
の
名
を
現
す
と
云
ふ
こ
と
は
、
勿
論
国
民
精
神
と
し
て
貴
い
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
一
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旦
事
有
る
時
に
際
し
て
国
民
精
神
の
精
華
が
発
揚
せ
ら
れ
て
初
め
て
忠
勇
義
烈
の
名
が
立
つ
の
で
あ
る
。
平
常
の
平
和
な
時
代
に
在

つ
て
は
寧
ろ
其
の
他
の
性
能
を
以
て
国
家
に
ま
こ
と
を
致
す
、
さ
う
し
て
其
の
人
の
名
の
立
つ
の
を
以
て
男
児
の
道
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。（
三
八
頁
）

と
い
っ
た
具
合
に
で
あ
る
。
国
民
精
神
の
観
点
を
歌
の
解
釈
と
関
連
づ
け
て
は
い
る
が
、「
貴
い
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
」
と
逆
説
を

用
い
て
解
説
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
本
旨
は
正
し
い
歌
の
解
釈
に
あ
っ
た
と
み
え
る
。
ま
た
、
講
義
で
は
概
説
で
述
べ
て
い
た
よ
う
な
、

国
民
精
神
と
は
異
な
っ
た
主
張
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
　

�　

元
来
国
民
精
神
と
云
ふ
如
き
も
の
は
平
常
か
ら
し
て
十
分
に
保
つ
て
居
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
名
玉
自
ら
に
し
て

玉
と
し
て
の
光
を
保
つ
て
居
る
様
な
も
の
で
国
家
非
常
の
時
に
際
し
て
は
之
が
ど
の
様
に
で
も
熱
烈
な
精
華
を
発
揮
す
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
寧
ろ
非
常
な
時
に
際
し
て
の
非
常
な
出
来
事
で
あ
る
。
さ
う
云
ふ
時
に
ば
か
り
、
国
民
精
神
が
あ
る
訳
ぢ
や
な
い
。
国
民
精

神
の
涵
養
と
云
ふ
こ
と
は
、
平
常
よ
り
し
て
固
よ
り
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
国
家
に
事
な
き
時
で
も
固
よ
り
国
民
精
神
と
云
ふ
も

の
は
十
分
に
涵
養
せ
ら
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
続
行
せ
ら
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
急
に
臨
ん
で
之
が
其
の
精
華
を
発

揚
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
だ
け
れ
ど
も
、
平
常
か
ら
涵
養
し
て
置
か
な
け
れ
ば
急
に
間
に
合
ふ
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。
一
朝
一
夕
に
し
て
国
民
精
神
を
作
ら
う
と
思
つ
て
も
作
れ
る
も
の
で
な
い
。
非
常
の
際
に
特
に
発
揮
す
る
の
は
平
生
蓄
ふ

る
所
が
あ
る
か
ら
初
め
て
非
常
の
時
に
之
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。
茲
は
十
分
注
意
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
へ
ば
国
民

精
神
作
興
と
云
ふ
こ
と
は
斯
う
云
う
非
常
時
局
に
際
し
て
是
非
必
要
な
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
平
生
よ
り
し
て
養
ひ
来
つ

た
も
の
を
此
の
際
更
に
復
興
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
又
今
日
と
雖
も
将
来
の
為
に
一
層
其
の
平
生
の
国
民
精
神
と
云
ふ
も
の
を
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涵
養
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
之
が
所
謂
国
民
教
育
の
道
と
も
思
ふ
の
で
す
。（
三
九
頁
）

　

国
民
精
神
は
平
生
よ
り
養
う
も
の
で
あ
っ
て
非
常
時
局
に
際
し
て
、
い
き
な
り
必
要
と
し
て
も
仕
方
の
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
国
家
に
何
事
が
な
く
て
も
、
養
い
育
て
て
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
〈
国
民
精
神
〉
は
時
局
に
左
右
さ
れ
ず
、
常
日

頃
か
ら
養
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
精
神
そ
の
も
の
と
『
万
葉
集
』
の
関
係
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

　
　

�　

元
来
万
葉
集
の
歌
に
は
、
何
も
日
本
精
神
を
歌
ふ
と
か
国
民
精
神
を
詠
ず
と
か
云
ふ
様
な
態
の
歌
は
な
い
の
で
す
。
日
常
の
間
に

自
分
の
感
じ
思
つ
た
こ
と
、
さ
う
云
ふ
こ
と
を
自
然
に
歌
で
現
し
て
来
る
。
特
別
に
自
分
は
丈
夫
の
心
を
歌
ふ
の
だ
と
か
国
民
精
神

を
作
興
す
る
為
に
歌
ふ
歌
と
か
さ
う
云
ふ
歌
は
な
い
の
で
す
。
た
ま
〳
〵
日
常
の
間
の
歌
が
自
ら
さ
う
云
ふ
問
題
に
触
れ
て
来
る
だ

け
の
こ
と
で
す
。
で
、
此
の
歌
と
し
て
も
何
も
家
持
が
日
本
精
神
を
詠
ず
と
言
ふ
意
味
で
歌
つ
た
の
で
は
な
い
。（
四
三
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
一
時
的
な
国
民
精
神
と
万
葉
の
歌
と
の
差
異
を
述
べ
て
お
り
、
純
粋
な
歌
の
解
釈
が
第
一
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
主
張

は
、『
万
葉
精
神
』
上
巻
に
も
改
定
さ
れ
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
武
田
の
主
張
は
、
国
民
精
神
を
必
要
と
し
な
が
ら
も
、
時
局
と

対
応
さ
せ
て
求
め
る
の
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
求
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、『
万
葉
集
』
の
な
か
に
す
で
に
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
歌
は
国
民
精
神
作
興
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
そ
の
よ
う
な
国
民
精
神
が
詠
み
込
ま
れ
た
と
し
て
、
作
者
個
人

の
感
情
が
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。「
何
も
家
持
が
日
本
精
神
を
詠
ず
と
言
ふ
意
味
で
歌
つ
た
の
で
は
な
い
」
と
断
言
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
も
、
全
体
主
義
で
は
な
く
個
人
を
尊
重
し
た
発
言
と
い
え
よ
う
。
武
田
に
と
っ
て
国
民
精
神
を
語
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
講
義
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に
お
い
て
は
『
万
葉
集
』
に
描
か
れ
て
い
る
個
人
の
感
情
や
考
え
か
ら
、
万
葉
時
代
の
人
々
の
精
神
を
説
く
こ
と
で
あ
り
、
時
局
の
精
神

と
そ
れ
を
つ
な
げ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

　
　

�　

乍
併
本
来
国
民
精
神
と
申
し
ま
す
る
も
の
は
、
斯
様
に
教
養
の
あ
る
人
々
に
限
ら
れ
た
る
精
神
で
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、
我
が
日

本
国
民
と
し
て
は
、
教
養
の
有
無
に
拘
は
ら
ず
総
べ
て
本
質
的
に
有
つ
て
お
り
ま
す
精
神
な
の
で
あ
り
ま
す
。（
五
八
頁
）

　
　

�　

万
葉
集
に
現
は
れ
た
国
民
精
神
と
云
ふ
こ
と
は
、
其
の
中
の
一
、二
の
思
想
家
の
思
想
で
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、
国
民
全
般
の
思

想
で
あ
り
国
民
全
般
の
精
神
で
あ
る
。
一
、二
の
思
想
家
一
、二
の
精
神
家
と
言
ふ
べ
き
人
の
占
有
物
で
は
な
い
と
云
ふ
こ
と
に
な
る

の
で
あ
り
ま
す
。（
五
九
頁
）

　

国
民
精
神
と
い
う
も
の
は
教
養
の
有
無
と
関
係
な
く
、
誰
に
で
も
本
質
的
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
『
万
葉
集
』

に
現
れ
る
国
民
精
神
も
、
思
想
家
の
専
有
物
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
一
見
す
る
と
全
体
主
義
の
よ
う
に
も
取
れ
る
発
言
だ
が
、
本

質
的
に
備
わ
っ
て
い
る
先
は
個
人
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
『
万
葉
集
』
に
現
れ
た
国
民
精
神
と
は
、
万
葉
時
代
の
作
者
個
人
が
詠
ん
だ
歌
の

中
に
見
出
し
た
精
神
で
あ
る
。
先
の
個
人
を
尊
重
し
た
発
言
か
ら
も
、
武
田
は
全
体
主
義
的
な
思
想
を
『
万
葉
集
』
に
認
め
る
こ
と
は
出

来
な
い
こ
と
を
武
田
は
承
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
個
人
を
尊
重
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
国
民
精
神
は
誰
か
か
ら
発
信
さ
れ
る
よ
う
な

専
有
物
で
は
な
い
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
武
田
の
国
民
精
神
と
は
個
か
ら
全
体
へ
と
む
か
う
も
の
で
あ
り
、
は
じ
め
か
ら

国
民
精
神
を
全
体
主
義
と
し
て
捉
え
て
い
た
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、
武
田
が
講
義
し
て
い
た
の
は
、『
万
葉
集
』
に
見

る
精
神
で
あ
り
、
国
民
精
神
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
万
葉
精
神
を
〈
国
民
精
神
〉
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
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五
、『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
の
改
訂

　

武
田
の
『
万
葉
集
』
講
義
は
、『
万
葉
集
』
の
歌
の
解
釈
か
ら
、
当
時
の
作
者
の
精
神
を
明
ら
か
に
し
、
万
葉
精
神
を
説
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
現
在
の
国
民
精
神
に
通
じ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
。『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
を
改
訂
し
た
『
万
葉
精
神
』
上
巻
に
お
い

て
も
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�

万
葉
集
に
現
れ
て
ゐ
る
国
民
精
神
は
、
我
が
日
本
国
民
の
非
常
に
広
い
範
囲
に
亘
つ
て
の
国
民
精
神
で
あ
る
。
今
日
言
ふ
と
こ
ろ
の

大
日
本
帝
国
の
国
民
と
ほ
ゞ
同
様
の
立
場
に
立
つ
国
民
精
神
で
あ
る
。（『
万
葉
精
神　

上
』
二
六
頁
）

　

あ
く
ま
で
武
田
が
語
ろ
う
と
し
て
る
〈
国
民
精
神
〉
と
は
『
万
葉
集
』
の
精
神
で
あ
り
、
そ
れ
が
現
在
の
国
民
精
神
に
通
用
す
る
と
述

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

武
田
の
台
湾
で
の
講
義
は
、『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
頒
布
さ
れ
た
後
、『
万
葉
精
神
』
上
巻
、『
万
葉
自
然
』

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
記
述
方
法
が
大
幅
に
改
訂
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
細
か
な
表
現
を

見
て
み
る
と
、
多
少
の
違
い
も
あ
り
、
刊
行
す
る
に
当
た
っ
て
の
武
田
の
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
、
武

田
が
述
べ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
、
時
局
の
問
題
も
考
え
つ
つ
国
民
精
神
の
解
釈
と
関
連
づ
け
て
見
て
い
き
た
い
。

　

例
え
ば
、『
万
葉
集
』
の
歌
が
も
と
と
な
っ
た
軍
歌
に
「
海
ゆ
か
ば
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
万
葉
集
』
巻
十
八
に
あ
る
大
伴
家
持
「
賀

陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」（
長
歌
）
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
長
歌
の
な
か
に
引
用
さ
れ
た
、
大
伴
氏
の
祖
先
が
歌
っ

た
「
海
行
か
ば　

水
漬
く
屍　

山
行
か
ば　

草
生
す
屍　

大
君
の　

辺
に
こ
そ
死
な
め　

か
へ
り
見
は
せ
じ
」
と
い
う
古
歌
が
軍
歌
の
歌
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詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
大
伴
氏
の
歌
に
つ
い
て
は
、『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
の
「
氏
族
」
で
、
武
田
は
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　
　

こ
れ
だ
け
の
短
か
い
歌
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
如
何
に
も
日
本
の
武
士
の
精
華
を
よ
く
発
揮
し
た
歌
で
あ
る
と
思
ふ
。（
一
二
五
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
が
、『
万
葉
精
神
』
上
巻
で
は
「
日
本
の
武
士
」
を
「
日
本
の
精
神
」
と
し
て
書
き
改
め
て
い
る
。
武
田
は
、

講
義
の
現
場
で
は
古
歌
を
武
士
の
歌
と
し
て
、
そ
の
氏
族
の
精
神
の
素
晴
ら
し
さ
と
す
る
が
、『
万
葉
精
神
』
上
巻
で
は
日
本
の
精
神
と

し
て
捉
え
直
し
て
い
る
。
ま
た
講
義
の
場
で
は
、
こ
の
長
歌
で
注
意
す
べ
き
点
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

此
の
海
行
か
ば
の
古
歌
一
章
と
人
の
子
は
祖
の
名
絶
た
ず
大
君
に
奉
仕
ふ
も
の
と
云
ふ
こ
と
を
古
人
が
言
継
い
で
来
た
。
こ
れ
な
ど

が
此
の
中
で
最
も
注
意
す
べ
き
点
で
あ
り
ま
す
。
其
の
他
は
大
伴
氏
の
立
場
と
し
て
又
金
を
産
出
し
た
此
の
詔
書
を
賀
ぐ
と
云
ふ
立

場
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
関
係
し
て
歌
は
れ
て
居
る
が
之
等
の
点
を
国
民
と
し
て
最
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。（
一
二
六
頁
）

　

こ
の
文
章
は
、
こ
の
長
歌
が
大
伴
氏
が
大
君
に
奉
仕
し
て
き
た
前
提
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
歌
は
大
伴
氏

の
立
場
か
ら
歌
わ
れ
て
お
り
、
国
民
が
天
皇
に
対
し
て
が
奉
仕
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
発
言
は
、『
万
葉

精
神
』
上
巻
で
は
削
除
さ
れ
て
お
り
、
改
訂
す
る
に
あ
た
り
時
局
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
判
断
し
た
と
思
わ
れ
る
。
や
は
り
、
昭
和
十
二
年

の
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
と
昭
和
十
八
年
の
『
万
葉
精
神
』
上
巻
と
で
は
、
表
現
や
解
釈
を
改
訂
す
べ
き
箇
所
も
必
要
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
が
、
次
の
大
伴
氏
の
立
場
と
国
民
性
を
つ
な
げ
て
い
る
部
分
は
、
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
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�

大
伴
氏
の
立
場
は
結
局
は
我
が
日
本
国
民
に
立
場
と
同
じ
に
な
る
。
即
ち
大
伴
氏
は
国
民
の
一
部
と
し
て
最
も
中
正
な
る
道
を
尽
し

て
来
た
家
柄
で
あ
る
か
ら
、
其
の
海
行
か
ば
と
奉
仕
し
た
精
神
は
同
じ
く
我
が
日
本
国
民
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
同
時
に
人
の

子
は
祖
の
名
絶
た
ず
大
君
に
奉ま
つ
ろ仕

ふ
も
の
と
云
ふ
此
の
思
想
は
勇
士
の
名
を
慕
ふ
歌
に
於
て
も
現
は
れ
て
居
つ
た
如
く
、
そ
れ
と
全

く
同
じ
精
神
を
現
は
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
訳
で
す
。
之
は
大
伴
家
持
の
歌
と
し
て
、
一
族
に
対
し
て
其
の

家
名
を
落
さ
ず
に
大
君
に
奉
仕
せ
よ
と
云
ふ
思
想
を
現
は
し
て
居
る
歌
で
す
。（
一
二
六
頁
）

　

こ
こ
で
は
大
伴
氏
の
立
場
が
国
民
の
立
場
と
述
べ
て
い
る
が
、
帰
着
す
る
と
こ
ろ
は
一
族
の
家
名
を
背
負
う
大
伴
家
持
の
歌
と
し
て
い

る
。
軍
歌
と
し
て
利
用
さ
れ
た
よ
う
な
解
釈
と
い
う
よ
り
も
、
武
田
は
歌
そ
の
も
の
の
解
釈
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
点
か
ら
も
示
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
改
訂
さ
れ
る
に
あ
た
り
変
更
さ
れ
た
箇
所
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が
、『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
か
ら
『
万
葉

自
然
』
へ
の
改
訂
は
、『
万
葉
精
神
』
上
巻
へ
の
そ
れ
と
比
べ
、
戦
後
の
占
領
下
で
の
刊
行
物
で
あ
る
た
め
、
改
訂
箇
所
が
多
く
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
改
訂
と
言
っ
て
も
趣
旨
を
変
更
す
る
の
で
は
な
く
、
言
葉
の
表
現
を
穏
や
か
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』

　
　

�

此
の
集
の
人
々
は
自
然
に
対
し
て
人
生
に
好
意
を
寄
せ
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
を
感
じ
て
居
る
。
そ
こ
に
幾
首
か
の
歌
と
な
つ
て
此
の

集
に
現
は
れ
て
来
て
居
る
訳
で
す
。
之
等
を
総
合
し
て
行
け
ば
、
要
す
る
に
此
の
世
界
を
美
し
と
見
、
此
の
国
土
を
美
し
と
見
る
態

度
に
外
な
ら
ん
の
で
あ
る
。
我
が
国
に
於
て
は
、
何
処
迄
も
人
間
の
生
き
て
居
る
世
界
を
厭
ふ
べ
き
世
界
と
は
見
て
ゐ
な
い
の
で
あ



9（ 国民精神作興にみる武田祐吉の立場

る
。
立
派
な
人
間
の
居
住
地
と
し
て
美
し
い
国
土
で
あ
る
と
云
ふ
様
に
之
を
讃
歎
し
て
来
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。（
二
四
七
頁
）

『
万
葉
自
然
』

　
　

�
此
の
集
の
人
々
は
、
自
然
に
対
し
て
人
生
に
好
意
を
寄
せ
て
居
る
こ
と
を
感
じ
て
居
る
。
そ
れ
が
幾
首
か
の
歌
と
な
つ
て
此
の
集
に

現
れ
て
来
て
居
る
訳
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
行
け
ば
、
要
す
る
に
此
の
世
界
を
美
し
と
見
、
此
の
人
生
を
美
し
と
見
る
態
度

に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
我
が
国
に
於
い
て
は
、
何
処
ま
で
も
人
間
の
生
き
て
居
る
世
界
を
、
厭
ふ
べ
き
世
界
と
は
見
て
ゐ
な
い

の
で
あ
る
。
立
派
な
人
間
の
居
住
地
と
し
て
、
美
し
い
世
界
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
讃
歎
し
て
来
て
居
る
の
で
あ
る
。（
一
八
七
～

八
頁
）

　

傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、『
万
葉
自
然
』
で
は
「
国
土
」
が
「
人
生
」
や
「
世
界
」
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
が
、
文
章
は
殆
ど
同

じ
で
あ
る
。
語
句
が
変
化
し
た
だ
け
で
、
文
意
に
は
全
く
変
化
が
な
い
。
こ
れ
は
こ
の
場
所
に
限
ら
ず
、「
国
土
」「
精
神
」
と
い
っ
た
言

葉
が
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
や
は
り
、『
万
葉
自
然
』
は
戦
後
の
出
版
で
あ
り
「
国
民
精
神
作
興
」
の
目
的
を
離
れ
た
と
い
え
る
。『
万

葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
か
ら
改
訂
さ
れ
る
に
あ
た
り
、「
国
土
」「
天
皇
」「
国
民
性
」
の
項
目
が
削
除
さ
れ
た
の
も
言
葉
が
変
更
さ

れ
た
の
と
同
様
に
「
国
民
精
神
」
か
ら
離
れ
た
著
作
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
だ
が
裏
返
せ
ば
、
語
句
の
変
更
の

み
で
文
意
に
変
更
を
来
さ
な
い
と
言
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
台
湾
に
お
け
る
講
義
は
、「
国
民
精
神
作
興
」
と
い
う
よ
り
も
、
学
術
的
講

義
と
し
て
位
置
づ
け
る
方
が
相
応
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
武
田
祐
吉
の
台
湾
で
の
講
義
を
概
観
し
な
が
ら
、
そ
の
学
問
的
立
場
を
論
じ
て
き
た
。
武
田
の
講
義
を
ま
と
め
た
『
万

葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
に
は
、
武
田
の
歌
の
解
釈
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
〈
国
民
精
神
〉
の
あ
り
方
が
あ
っ
た
。
武
田
は
、
台
湾
で
の

講
義
を
も
と
と
す
る
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』
を
は
じ
め
と
す
る
刊
行
物
の
中
で
、
大
き
く
そ
の
語
り
口
や
歌
の
解
釈
と
い
っ
た

論
調
を
変
え
る
こ
と
は
な
く
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
を
通
し
て
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
台
湾
で
の
講
義
が
戦
後
も
出
版
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
内
容
は
時
局
に
よ
っ
て
変
化
し
て
は
お
ら
ず
、
は
じ
め
か
ら
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
本
質
的
な
講
義
を
行
っ

て
い
た
と
い
え
る
。
武
田
が
概
説
の
後
に
論
じ
て
い
る
『
万
葉
集
』
の
講
義
は
、
あ
く
ま
で
も
武
田
が
『
万
葉
集
』
に
見
い
だ
し
た
本
質

的
な
〈
国
民
精
神
〉
を
、
当
時
の
国
民
精
神
あ
る
い
は
日
本
文
化
と
し
て
相
応
し
い
形
式
の
も
の
に
合
わ
せ
て
講
義
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
の
本
質
的
な
講
義
が
、
武
田
に
と
っ
て
の
学
問
の
一
貫
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

一
般
的
に
は
武
田
が
時
局
に
沿
っ
た
講
義
を
行
っ
た
と
見
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
武
田
が
講
義
の
最
後
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ

と
な
ど
に
起
因
し
よ
う
。

　
　

�　

以
上
回
を
重
ね
て
話
し
て
参
り
ま
し
た
万
葉
集
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
と
云
ふ
題
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
順
次
項
目
を
分

つ
て
お
話
し
申
し
上
げ
ま
し
た
こ
と
に
依
つ
て
も
大
体
御
推
測
は
出
来
た
と
思
ひ
ま
す
が
先
ず
茲
に
日
本
精
神
を
明
ら
か
に
し
て
即

ち
大
丈
夫
で
あ
る
と
云
ふ
万
葉
精
神
を
明
か
に
し
て
参
り
ま
し
た
。
其
の
起
源
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
を
求
め
て
、
遂
に
国

家
及
天
皇
の
方
面
に
之
を
求
め
て
来
た
。
之
が
大
体
の
講
義
の
構
成
で
あ
り
ま
す
。

　
　

�　

此
の
こ
と
は
唯
今
迄
挙
げ
て
参
り
ま
し
た
項
目
を
ご
一
覧
に
な
れ
ば
自
然
に
お
解
り
の
こ
と
と
思
ひ
ま
す
。
国
民
個
人
の
精
神
即
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ち
之
が
万
葉
精
神
と
も
言
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
出
発
し
て
来
て
、
其
の
淵
源
を
国
家
、
天
皇
と
云
ふ
所
に
、
我
が
日
本

帝
国
の
本
質
と
云
ふ
所
ま
で
遡
つ
て
求
め
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
以
下
略
、
三
六
〇
頁
）

　

こ
の
よ
う
な
表
現
が
時
局
に
沿
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
武
田
に
と
っ
て
の
台
湾
で
の
講
義
は
、
通
常
の
『
万
葉
集
』
の

講
義
と
同
様
に
そ
こ
に
描
か
れ
る
人
物
を
理
解
す
る
活
動
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
が
国
民
精
神
ひ
い
て
は
国
家
理
解
へ
と
解
釈
し
直
さ
れ

た
講
義
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
武
田
自
身
が
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
武
田
の
講
義
は
万
葉
精
神
を
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
歌
や

歌
人
と
い
っ
た
個
か
ら
国
民
精
神
と
い
う
全
体
主
義
を
考
え
る
と
い
う
手
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
万
葉
精
神
と
国
民
精
神
と
は
完
全
に

一
致
し
な
い
が
、
武
田
は
万
葉
精
神
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
〈
国
民
精
神
〉
へ
と
転
換
さ
せ
、「
国
民
個
人
の
精
神
」
と
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
講
義
内
容
は
時
代
に
左
右
さ
れ
ず
刊
行
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
武
田
の
学
問
も
時
局
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
よ
う
。

　

註

　
（
（
）�　

武
田
の
講
演
に
つ
い
て
は
『
國
學
院
大
學
百
年
史
』（
平
成
六
年
、
國
學
院
大
學
）
や
『
國
學
院
雑
誌
』
武
田
祐
吉
追
悼
号
（
昭
和

三
十
三
年
十
一
月
）
所
収
「
武
田
祐
吉
博
士
年
譜
・
著
作
目
録
」
に
掲
載
さ
れ
る
。『
百
年
史
』
に
は
以
下
の
武
田
祐
吉
に
よ
る
講
座
・
講

習
会
の
記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
講
座
は
複
数
の
教
員
で
担
当
し
て
い
る
も
の
あ
り
詳
細
な
武
田
の
講
演
日
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の

た
め
公
演
日
が
重
複
し
て
い
る
も
の
も
の
あ
る
。

　
　
　
　

第
一
回
万
葉
講
座
「
万
葉
集
演
習
（
巻
二
）」
昭
和
四
年
七
月
二
十
七
日
～　

國
學
院
大
學

　
　
　
　

第
二
回
万
葉
講
座
「
万
葉
集
講
義
（
長
歌
）」
昭
和
五
年
八
月
一
日
～　

國
學
院
大
學

　
　
　
　

鎌
倉
夏
季
大
学
講
座
「
実
朝
と
仙
学
」
昭
和
五
年
八
月
二
日
～
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神
道
講
習
会
「
国
文
学
よ
り
見
た
る
神
道
」
昭
和
六
年
七
月
二
十
一
日
～　

國
學
院
大
學

　
　
　
　

第
三
回
万
葉
講
座
「
万
葉
集
講
義
（
奈
良
時
代
）」
昭
和
六
年
七
月
二
十
七
日
～　

國
學
院
大
學

　
　
　
　

第
四
回
万
葉
講
座
「
万
葉
集
講
義
（
宮
廷
詩
）」
昭
和
七
年
七
月
三
十
一
日
～　

國
學
院
大
學

　
　
　
　

第
五
回
万
葉
講
座
「
旅
人
・
憶
良
・
虫
麿
作
品
講
義
」
昭
和
八
年
七
月
三
十
日
～　

國
學
院
大
學

　
　
　
　

皇
典
講
究
所
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
「
万
葉
道
」
昭
和
七
年
十
一
月
五
日　

市
政
会
館
講
堂

　
　
　
　

神
道
講
習
会
「
日
本
文
学
の
源
流
」
昭
和
八
年
八
月
三
日
～　

日
光
山
内
第
一
小
学
校

　
　
　
　

夏
季
講
習
（
古
事
記
）「
古
事
記
歌
謡
講
義
」
昭
和
九
年
七
月
二
十
七
日
～

　
　
　
　

日
本
精
神
講
座
「
万
葉
を
通
じ
て
の
日
本
精
神
」
昭
和
十
年
七
月
三
十
日
～　

宮
城
県
第
一
高
等
女
学
校

　
　
　
　

日
本
精
神
講
座
「
古
典
と
日
本
精
神
」
昭
和
十
年
八
月
一
日
～

　
　
　
　

国
体
明
徴
講
習
会
「
万
葉
と
日
本
精
神
」
昭
和
十
年
八
月
十
七
日
～　

多
賀
神
社

　
　
　
　

国
語
教
育
講
座
「
教
材
と
し
て
の
上
代
・
中
世
文
学
」
昭
和
十
一
年
八
月
一
日

　
　
　
　

日
本
精
神
講
座
「
上
代
文
学
と
日
本
精
神
」
昭
和
十
一
年
八
月
四
日
～　

広
島
県
教
育
会
館

　
　
　
　

愛
媛
県
神
職
会
・
同
教
育
会
共
催
講
演
「
万
葉
集
と
日
本
精
神
」
昭
和
十
一
年
八
月
十
三
日
～
十
五
日　

南
予
文
化
協
会
会
館

　
　
　
　

日
本
精
神
講
座
「
神
代
史
の
意
義
」
昭
和
十
二
年
七
月
二
十
五
日
～　

第
一
宮
城
小
学
校

　
　
　
　

日
本
精
神
講
座
「
神
代
史
の
意
義
」
昭
和
十
二
年
七
月
二
十
八
日
～　

熊
本
第
一
高
等
女
学
校
講
堂

　
　
　
　

国
文
学
会
講
演
会
「
日
本
書
紀
に
つ
い
て
」
昭
和
十
三
年
五
月
二
十
八
日

　
　
　
　

国
語
国
文
学
講
座
「
和
歌
教
材
の
研
究
」
昭
和
十
三
年
八
月
一
日
～

　
　
　
　

国
文
学
会
講
演
会
「
梁
塵
秘
抄
ト
新
古
今
集
」
昭
和
十
四
年
六
月
十
日

　
　
　
　

夏
季
国
語
教
育
講
座
「
国
語
解
釈
の
道
」
昭
和
十
四
年
八
月
一
日
～

　
　
　
　

国
史
学
会
講
演
会
「
軍
記
物
語
ノ
伝
来
」
昭
和
十
四
年
十
一
月
十
一
日

　
　
　
　

公
開
講
演
「
万
葉
集
の
類
聚
」
昭
和
十
七
年
三
月　

東
京
府
養
成
館

　
　
　
　

神
道
講
座
「
神
道
と
古
典
」
昭
和
二
十
四
年

　
　
　
　

日
本
文
化
研
究
所
春
期
講
演
会
「
万
葉
文
化
の
動
態
」
昭
和
三
十
一
年
七
月
三
日
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（
2
）　

武
田
祐
吉
『
国
文
学
に
現
れ
た
る
上
代
の
日
本
思
想
』（
青
年
教
育
普
及
会
、
昭
和
十
一
年
）。

　
（
3
）　
『
國
學
院
雑
誌
』
武
田
祐
吉
追
悼
号
（
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
）
所
収
、「
武
田
祐
吉
博
士
年
譜
・
著
作
目
録
」。

　
（
（
）�　

武
田
に
よ
る
『
日
本
精
神
叢
書
』
に
は
、『
万
葉
集
と
忠
君
愛
国
』（
昭
和
十
年
、
文
部
省
）、『
祝
詞
と
国
民
精
神
』（
昭
和
十
一
年
、
文

部
省
）、『
万
葉
集
と
国
民
性
』（
昭
和
十
二
年
、
文
部
省
）、『
日
本
書
紀
と
日
本
精
神
』（
昭
和
十
二
年
、
文
部
省
）
が
あ
る
。

　
（
5
）�　

台
湾
総
督
府
文
教
局
（
武
田
祐
吉
講
述
）『
萬
葉
に
顯
現
せ
る
日
本
精
神
』（
昭
和
十
三
年
十
一
月
）。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
旧
字
体
は
新

字
体
に
改
め
た
。
な
お
本
書
は
、
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
教
授
、
研
究
開
発
推
進
機
構
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
阪
本
是

丸
氏
よ
り
貸
与
い
た
だ
き
御
示
教
賜
っ
た
。
特
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

　
（
6
）　

武
田
祐
吉
『
萬
葉
精
神
』
上
巻
（
昭
和
十
八
年
、
湯
川
弘
文
社
）。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

　
（
7
）�　

武
田
祐
吉
『
萬
葉
自
然
』（
昭
和
二
十
一
年
、
弘
文
社
）。
な
お
湯
川
弘
文
社
は
昭
和
二
十
年
に
社
名
を
弘
文
社
へ
と
変
更
し
た
。
引
用
に

あ
た
っ
て
は
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

　
（
（
）�　

阪
本
是
丸
「
國
學
院
の
「
国
学
」
―
「
非
常
時
」
に
於
け
る
河
野
省
三
・
折
口
信
夫
・
武
田
祐
吉
の
国
学
―
（『
國
學
院
大
學�

校
史
・
学

術
資
産
研
究
』
第
四
号
、
平
成
二
十
四
年
三
月
）
註
四
〇
（
一
〇
八
頁
）。

　
（
9
）�　

九
月
五
・
十
二
・
十
三
・
十
四
日
付
け
の
講
義
の
記
載
は
無
い
。（
十
一
日
が
二
度
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
一
つ
は
十
二
日
の
誤
り
か
。）
仮
に

合
計
十
三
日
で
四
十
時
間
行
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
一
日
当
た
り
三
時
間
以
上
の
講
義
に
な
る
。

　
（
（0
）　

目
次
に
は
「
天
皇
（
続
き
）」
は
立
項
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
十
四
節
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
（（
）�　

西
郷
信
綱
「
日
本
的
と
い
ふ
こ
と
に
就
い
て
の
反
省
―
国
文
学
の
新
し
い
出
発
に
際
し
て
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
二
三
巻
三
号
、
昭
和

二
十
一
年
三
月
、
四
七
頁
）。


